
（別紙３）

平成２６年度 指定管理者業務実績シート

作成年月日 平成２７年５月２２日

部 椴法華支所 課 産業建設課

施設名・所在地 函館市灯台資料館・函館市恵山岬町80番地9

設置条例 函館市灯台資料館条例

指定管理者名 株式会社函館市椴法華振興公社 指定期間 平成24年4月1日～平成29年3月31日

指定管理者の特別 選定 公 募

な要件 区分 非公募

設置目的 灯台の果たしている役割と仕組みに関する資料を展示し，およびその歴史と文化を広く市民

および観光客に伝え，もって本市の文化の向上と観光振興に資するため

設置年月 平成7年4月1日 建設費 411,917千円

構造規模等 鉄筋コンクリート造3階建 延べ床面積 711.34㎡

耐用年数 50年

開館時間 9時15分～17時00分

休館日等 月曜日（祝日の場合翌日），12月1日～3月31日

料金体系 利用料金制の採用の有無 □有 ■無

入館料 ○個人 一般 400円／人 学生・生徒・児童 200円／人

○団体（10人以上） 一般 300円／人 学生・生徒・児童 150円／人

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況

(1)管理業務

灯台資料館の

・入館者等に関する業務

・維持管理に関する業務

・その他函館市が定める業務

(2)委託事業

・灯台資料館使用料収納事務

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

・7月27日（日）に絵手紙教室開催。（参加費無料・参加人数25名）

・11月23日（勤労感謝の日）に1年間の施設利用者に感謝し，施設無料開放を実施。



３ 市民ニーズの把握の実施状況

・アンケートの実施

方法 利用者にアンケート用紙を配布

件数 ５８件

主な意見 ・灯台の数の多さに驚きました。大変勉強になりました。

・施設としては良いが人があまり来ない。また来たいと思う資料館にして欲しいです。

・灯台について色々と知識が深まりました。

・少しずつバージョンアップしていくと,もっと良いかもしれない。新しい資料を入れるとかして。

・灯台資料館は全国的に貴重な施設なので,今後も是非継続開館して下さい。

４ 施設の利用状況（利用者数，稼働率など）

・平成2６年度の月別利用者数（単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数 262 590 675 638 811 657 717 559 4,909

・年度別利用者数，使用料収入（単位：人・円）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

利用者数 4,913人 5,279 5,016 4,871 4,909

使用料収入 1,039,800 1,052,300 1,043,000 1,038,400 1,038,000

５ 指定管理者の収支状況

（単位：千円）

平成２３年度 平成２４年度 平成２５度 平成２６年度

収入 委託料 8,555 8,705 8,705 8,954

利用料金収入

その他収入

計 8,555 8,705 8,705 8,954

支出 人件費 2,728 2,773 2,902 3,164

水道光熱費 1,592 1,909 1,563 1,709

委託料 927 926 927 977

修繕費 49 0 0 0

広告宣伝費 1,773 2,339 2,448 2,319

事務費 88 105 126 167

その他の支出 1,405 643 709 618

計 8,553 8,695 8,675 8,954

当該施設の利用者一人当 1,421円 1,527円 1,573円 1,612円

税金投入コスト



６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

モニタリングで実施している業務報告，定期報告書の確認，実地調査を行った結果適正に業務が処理されて

いる。

７ 指定管理者に対する評価

① 指定管理者の自己評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 ■Ａ 協定書に基づき，各種業務を適正に執 入館者の増加対策の実効性を高めたい。

状況 □Ｂ 行した。

□Ｃ

□Ｄ

サービスの □Ａ アンケートによる利用者の声に耳を傾 利用者への情報提供の強化。

質の状況 ■Ｂ けながらサービスの向上に努めている。

□Ｃ

□Ｄ

団体の経営 □Ａ 事業収支，経営状況の今後に注意を要 特になし。

状況 ■Ｂ する。

□Ｃ

② 市の指定管理者に対する実績評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 施設の管理基準を遵守し，事業計画に 入館者の増加を図るため宣伝方法の改善お

状況 ■Ｂ 基づき管理業務等が適切に行われてい よび自主事業等の拡充を図る必要がある。

□Ｃ る。

□Ｄ

サービスの □Ａ 利用者の要望に適切に対応するなど， 利用者への情報提供や，利用者アンケート

質の状況 ■Ｂ サービスの質の確保が適切になされて での意見等への対応にさらに取り組む必要

□Ｃ いる。 がある。

□Ｄ

団体の経営 □Ａ 事業収支，経営状況の安全性は確保さ さらなる営業活動に努めるとともに，経費

状況 ■Ｂ れている。 等の縮減を行い，収益性を高めなければな

□Ｃ らない。

Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。

（事業収支，経営状況に問題はない）

Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。

（事業収支，経営状況の今後に注意を要する）

Ｃ 協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。

（事業収支，経営状況に早急な改善を要する）

Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。


